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は
じ
め
に

　

フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵「
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
）
1
（

」は
、十
三
世
紀
後
半
に
制
作
さ

れ
た
と
み
ら
れ
、
地
蔵
菩
薩
の
霊
験
を
主
題
と
す
る
絵
巻
作
例
と
し
て
は
、
妙

義
神
社
本
に
並
ぶ
古
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に

米
国
へ
渡
り
、Charles Lang Freer

（
一
八
五
四
〜
一
九
一
九
）の
所
蔵
と
な
っ

た
。
縦
三
〇
．五
㎝
、
全
長
一
四
三
一
．九
㎝
の
紙
本
着
色
絵
巻
で
、詞
書
の
欠

失
や
錯
簡
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、現
状
は
六
つ
の
霊
験
譚
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

本
作
の
研
究
は
、
一
九
三
一
年
の
秋
山
光
夫
）
2
（

に
よ
る
作
品
解
説
か
ら
始
ま
っ

た
。
続
く
一
九
三
八
年
に
は
、
詳
細
な
作
品
調
査
を
行
っ
た
矢
代
幸
雄
）
3
（

が
詞
書

と
画
面
内
容
に
つ
い
て
報
告
を
行
う
と
同
時
に
、
同
絵
巻
に
附
属
し
て
フ
リ
ー

ア
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
「
探
幽
縮
図
」
を
紹
介
し
た
。
な
お
、
京
都
国

立
博
物
館
蔵
「
探
幽
縮
図
」
に
も
、
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
書
写
の
同
絵

巻
縮
図
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
後
に
梅
津
次
郎
が
紹
介
し
て

い
る
）
4
（

。
ま
た
、
東
京
国
立
博
物
館
に
は
、
フ
リ
ー
ア
本
第
六
話
に
該
当
す
る
江

戸
時
代
の
模
本
（「
地
蔵
仏
感
応
縁
起
」
第
四
段
「
地
蔵
農
夫
に
か
は
り
て
疵

を
か
う
ふ
り
た
る
事
）
5
（

」）
も
あ
り
、
江
戸
時
代
に
本
作
の
模
写
が
繰
り
返
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
縮
図
や
模
本
を
通
じ
て
、
原
本
で
失
わ
れ
た
詞
書
を
一
部
補
う
こ

と
が
で
き
る
。
先
行
研
究
を
通
じ
て
、
各
段
の
主
題
に
つ
い
て
は
概
ね
明
ら
か

に
さ
れ
て
お
り
）
6
（

、
以
下
に
各
場
面
と
一
紙
ご
と
の
内
容
を
整
理
し
て
﹇
表
﹈
と

し
て
一
覧
し
た
。
た
だ
し
、
縮
図
に
も
詞
書
が
な
く
、
合
致
す
る
説
話
や
縁
起

文
が
見
出
さ
れ
て
い
な
い
冒
頭
の
第
一
話
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
主
題
不
明

と
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
画
面
内
容
の
分
析
を
通
じ
て
そ
の
解
釈

を
試
み
る
。

一
　
フ
リ
ー
ア
本
の
主
題
と
制
作
年
代

　
﹇
表
﹈
に
示
し
た
よ
う
に
、
詞
書
を
有
す
る
第
二
〜
四
話
に
は
そ
の
冒
頭
に

フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵
「
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
」
第
一
話
の
主
題

│
│ 

女
性
の
罪
業
と
し
て
の
嫉
妬
と
諍
い 

│
│

山
　
本
　
聡
　
美



787（348）

﹇
表
﹈　
フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵
「
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
」
の
主
題
・
現
状
・
復
元
案

主
題

詞

現
状
の
紙
継
ぎ
と
画
面
内
容

復
元
案

第一話

主
題
不
明

欠

①
絵
： 

牛
車
か
ら
降
り
る
束
帯
姿
の

貴
人
。

②
絵
： 

中
門
と
前
栽
、
門
か
ら
姿
を

現
す
随
身
。

③
絵
：
前
栽
と
縁
。

④
絵
：
屋
内
の
男
女
、
女
房
。

⑤
絵
： 

殿
上
の
間
で
僉
議
す
る
公
卿

た
ち
、
弓
場
殿
。

⑥
絵
： 
館
を
出
よ
う
と
す
る
狩
衣
姿

の
二
人
の
男
性
、
裏
門
の
外

に
も
束
帯
姿
の
二
人
の
男
性
。

⑦
絵
： 

道
端
で
喧
嘩
を
す
る
賤
女
た

ち
。

⑧
絵
：
山
道
の
情
景
、
川
と
紅
葉
。

⑨
絵
：
閻
魔
王
庁
。

⑩
絵
：
閻
魔
王
庁
。

第二話

地
蔵
講
結

縁
の
人
に

か
わ
り
て

苦
を
受
け

給
う
事

有

⑪
詞

⑫
詞

⑬
詞

⑭
絵
： 

立
山
で
女
の
亡
者
の
訴
え
を

聞
く
、
修
験
者
の
延
好
、
地

獄
で
身
代
わ
り
と
な
っ
て
責

め
苦
を
受
け
る
地
蔵
。

※

※
法
念
寺
蔵

「
地
蔵
縁
起
絵

巻
」
に
よ
っ
て

後
半
部
分
の
詞

と
絵
を
補
う
こ

と
が
で
き
る
。

第三話

近
真
が
陵

王
の
桴
の

事

有

⑮
詞

⑯
絵
：
春
日
社
境
内
。

⑰
絵
： 

肥
後
国
の
僧
範
顕
と
束
帯
姿

で
顕
現
し
た
春
日
大
明
神
、

社
殿
の
階
に
立
つ
地
蔵
菩
薩
。

※
第
一
八
紙

（
詞
）
と
第
一

九
紙
（
詞
）
の

間
に
、
元
来
一

段
分
の
絵
が

⑱
詞
※

⑲
詞
※

⑳
絵
：
合
奏
す
る
楽
人
た
ち
。

㉑
絵
： 

桴
を
手
に
し
て
陵
王
を
舞
う

近
真
。

あ
っ
た
と
推
定
。

第四話

狛
行
高
が

強
盗
の
難

を
の
が
る

る
事

有

㉒
詞

㉓
絵
： 

行
高
邸
に
押
し
入
る
強
盗
た

ち
。

㉔
絵
： 

横
笛
で
太
刀
を
受
け
る
行
高
。

㉕
絵
：
行
高
邸
の
裏
庭
。

㉖
絵
： 

逃
走
す
る
強
盗
と
こ
れ
を
捕

縛
す
る
役
人
。

㉗
詞

※
第
三
〇
紙
の

絵
は
、
本
来
、

第
四
話
（
第
二

七
紙
の
詞
）
に

対
応
す
る
。

第五話

福
智
院
の

地
蔵
の
事

欠
（
探
幽

縮
図
に
有
）
㉘
絵
： 

福
智
院
に
白
米
を
届
け
る
春

日
社
の
神
官
、
堂
内
で
眠
る

こ
の
寺
の
住
持
と
夢
枕
に
現

れ
た
地
蔵
菩
薩
。

㉙
絵
： 

春
日
社
神
官
の
夢
枕
に
立
つ

地
蔵
菩
薩
。

㉚
絵
※ 

：
行
高
邸
に
連
行
さ
れ
た
強

盗
。

第六話

地
蔵
、
農

夫
に
か
わ

り
て
疵
を

こ
う
む
り

た
る
事

欠
（
探
幽

縮
図
及
び

東
博
本

「
地
蔵
仏

感
応
霊
験

記
」
第
四

段
に
有
）

㉛
絵
： 

農
夫
た
ち
の
水
争
い
で
傷
を

受
け
た
男
と
、
夢
枕
の
地
蔵

菩
薩
。

32
絵
： 

傷
を
受
け
た
男
の
代
わ
り
に

田
に
水
を
引
く
小
法
師
が
、

敵
対
す
る
男
に
矢
で
射
ら
れ

る
が
、
忽
然
と
姿
を
消
す
。

33
絵
： 

胸
に
矢
の
さ
さ
っ
た
地
蔵
菩

薩
、
地
蔵
堂
の
建
立
。
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「
何
々
の
事
」
と
し
て
箇
条
書
き
で
題
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
五
・
六
話
に

お
い
て
も
、
縮
図
や
模
本
か
ら
復
元
で
き
る
詞
書
に
同
様
の
形
式
で
題
名
が
記

さ
れ
て
い
る
。
絵
巻
の
詞
書
と
し
て
は
珍
し
い
が
、
先
行
す
る
説
話
集
や
縁
起

文
の
影
響
と
見
ら
れ
る
）
7
（

。

　

地
蔵
菩
薩
に
よ
る
救
済
を
説
く
仏
典
と
し
て
代
表
的
な
も
の
に
、『
大
乗
大

集
地
蔵
十
輪
経
』、『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』、『
占
察
善
悪
業
報
経
』
が
あ
り
、「
地

蔵
三
経
」
と
も
称
さ
れ
る
。
な
か
で
も
、
唐
の
玄
奘
（
六
〇
二
〜
六
六
四
）
が

漢
訳
し
た
『
大
乗
大
集
地
蔵
十
輪
経
』
で
は
、
地
蔵
が
無
仏
世
界
の
衆
生
救
済

を
仏
か
ら
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
、
比
丘
の
姿
（
声
聞
形
）
で
現
世

に
現
れ
る
こ
と
、
冥
界
で
は
閻
魔
王
や
獄
卒
の
姿
を
と
っ
て
衆
生
救
済
に
あ
た

る
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、
救
済
者
と
し
て
の
地
蔵
菩
薩
の
姿
に
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
与
え
た
。

　

一
方
、『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
で
は
、
地
蔵
像
を
供
養
す
れ
ば
富
み
栄
え
、

長
寿
を
得
、
水
火
災
が
除
か
れ
る
と
あ
り
、
現
世
利
益
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
地
蔵
信
仰
を
考
え
る
上
で
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
も
う
一
つ
の
側

面
が
道
教
と
の
習
合
で
あ
る
。
唐
末
五
代
（
十
世
紀
前
半
）
の
頃
、
道
教
に
お

い
て
死
後
の
裁
き
を
司
る
十
王
へ
の
信
仰
が
高
ま
る
と
、
仏
教
の
側
で
も
『
預

修
十
王
生
七
経
』
が
偽
撰
さ
れ
、
平
安
時
代
の
日
本
で
は
そ
の
影
響
を
受
け
た

『
地
蔵
菩
薩
発
心
因
縁
十
王
経
』
が
成
立
す
る
。
後
者
で
は
、
地
蔵
菩
薩
が
十

王
の
一
人
で
あ
る
閻
魔
王
と
同
体
の
尊
格
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
道
教
と

仏
教
の
習
合
を
通
じ
て
、
死
後
の
裁
き
を
有
利
に
導
き
、
地
獄
に
堕
ち
た
場
合

で
も
身
を
挺
し
て
救
済
に
あ
た
っ
て
く
れ
る
地
蔵
へ
の
信
仰
は
民
衆
の
間
に
も

広
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
地
蔵
に
よ
る
堕
地
獄
救
済
、
救
難
、
救
命
に
関
す
る

多
様
な
説
話
が
成
立
し
、
宋
代
に
常
謹
に
よ
っ
て
説
話
集
『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
』

が
編
ま
れ
る
と
、
日
本
へ
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

平
安
後
期
の
日
本
で
は
、
浄
土
信
仰
の
流
行
に
伴
い
地
蔵
菩
薩
に
よ
る
六
道

救
済
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
た
。『
往
生
要
集
』
欣
求
浄
土
の
章
で
も
『
地
蔵
十

輪
経
』
が
引
用
さ
れ
、
地
蔵
に
よ
る
衆
生
救
済
が
説
か
れ
て
い
る
。
十
二
世
紀

に
編
纂
さ
れ
た
『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
源
信
と
同
時
代
の
比
叡
山
横
川
で
活

躍
し
た
仁
康
が
地
蔵
像
を
供
養
し
地
蔵
講
を
行
い
、
結
縁
し
た
人
々
が
疫
病
を

免
れ
た
と
い
う
逸
話
（
巻
第
十
七
第
十
話
）
な
ど
、
横
川
ゆ
か
り
の
地
蔵
利
生

譚
が
数
多
く
収
載
さ
れ
て
い
る
。
三
十
話
を
超
え
る
地
蔵
説
話
に
お
い
て
、
主

人
公
の
多
く
は
地
方
の
神
官
や
武
士
、
名
も
な
き
庶
民
で
あ
り
、
地
蔵
と
民
衆

の
信
仰
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

以
降
、
中
世
を
通
じ
て
数
多
く
の
説
話
集
や
縁
起
文
が
編
ま
れ
絵
巻
も
数
多

く
制
作
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
説
話
集
や
絵
巻
に
お

い
て
、
主
題
不
明
の
第
一
話
だ
け
で
な
く
、
第
二
〜
六
話
に
つ
い
て
も
こ
れ
ら

が
ま
と
ま
っ
て
採
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
く
、
フ
リ
ー
ア
本
制
作
に
際
し
て

は
複
数
の
説
話
や
縁
起
が
参
照
さ
れ
集
成
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
以
下

で
は
、
第
二
話
か
ら
第
六
話
の
出
典
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

　

第
二
話
「
地
蔵
講
結
縁
の
人
に
か
わ
り
て
苦
を
受
け
給
う
事
」
に
つ
い
て
は

『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
七
（
第
二
十
七
話
）「
堕
越
中
立
山
地
獄
女
、
蒙
地
蔵

助
話
」
に
同
様
の
説
話
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
詞
書
は
『
今
昔
物
語
集
』
所

収
説
話
の
文
言
と
概
ね
一
致
す
る
も
の
の
、
一
部
詞
書
特
有
の
要
素
も
あ
る
。
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こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
三
章
で
後
述
す
る
。

　

第
三
話
「
近
真
が
陵
王
の
桴
の
事
」
に
つ
い
て
は
、
同
じ
話
が
延
慶
元
年
（
一

三
〇
九
）
頃
に
成
立
し
た
「
春
日
権
現
験
記
絵
」
巻
七
第
三
段
と
四
段
（
宮
内

庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
に
も
見
ら
れ
、
遡
っ
て
、
興
福
寺
の
舞
人
で
あ
る
狛
近

眞
が
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
に
撰
述
し
た
楽
書
『
教
訓
抄
』
に
同
様
の
記
事

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
絵
巻
は
こ
れ
を
共
通
の
典
拠
と
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
）
8
（

。
第
四
話
「
狛
行
高
が
強
盗
の
難
を
の
が
る
る
事
」
と
い
う
霊
験
譚
に
つ
い

て
も
、
こ
の
『
教
訓
抄
』
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
楽
人
で
あ
っ
た
行
高

が
あ
る
夜
強
盗
に
襲
わ
れ
た
が
、
枕
元
の
笛
で
太
刀
に
応
じ
た
と
こ
ろ
難
を
逃

れ
た
。
実
は
、
日
ご
ろ
信
仰
し
て
い
た
地
蔵
菩
薩
が
笛
に
添
え
て
錫
杖
で
太
刀

を
か
わ
し
て
く
れ
た
の
だ
と
い
う
霊
験
譚
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
特
定
の
地
域

や
実
在
す
る
笛
の
伝
承
に
関
わ
っ
て
語
り
継
が
れ
た
説
話
が
採
ら
れ
て
お
り
）
9
（

、

制
作
環
境
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
。

　

第
五
話
は
詞
書
を
欠
く
も
の
の
、
該
当
場
面
の
詞
書
と
絵
が
京
都
国
立
博
物

館
本
「
探
幽
縮
図
」
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
福
智
院
の
地
蔵
の
事
」

と
の
題
目
と
本
文
の
内
容
が
判
明
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
詞
書
に
つ
い
て
直
接

の
典
拠
と
な
る
説
話
や
縁
起
文
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
福
智
院
は
、
天
平
八

年
（
七
三
六
）
に
玄
昉
が
平
城
京
に
開
い
た
清
水
寺
の
跡
を
、
建
長
六
年
（
一

二
五
四
）
に
興
福
寺
大
乗
院
の
実
信
が
地
蔵
堂
と
し
て
再
興
し
た
こ
と
に
始
ま

る
。
現
存
す
る
本
尊
地
蔵
菩
薩
立
像
の
像
内
に
は
、
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）

と
建
長
六
年
の
年
記
が
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
前
者
が
造
像
銘
、
後
者
が
福
智
院

地
蔵
堂
で
の
供
養
銘
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
10
（

。
福
智
院
は
、
中
世
を
通
じ

て
、
春
日
大
社
、
法
隆
寺
、
矢
田
寺
な
ど
と
と
も
に
、
南
都
に
お
け
る
地
蔵
霊

験
地
の
一
つ
と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
た
。
特
定
の
寺
社
や
地
域
に
結
び
つ
い

た
地
蔵
縁
起
が
多
数
成
立
す
る
の
も
、
中
世
日
本
に
お
け
る
地
蔵
信
仰
の
特
徴

と
言
え
、「
矢
田
地
蔵
縁
起
絵
巻
」（
京
都
・
矢
田
寺
蔵
）
や
壬
生
寺
蔵
「
壬
生

地
蔵
縁
起
絵
巻
」（
京
都
・
壬
生
寺
蔵
）
な
ど
、
寺
社
縁
起
と
結
び
つ
い
た
絵

巻
も
多
数
制
作
さ
れ
て
い
る
。
本
作
第
五
話
も
福
智
院
の
霊
験
譚
と
し
て
広
く

知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

第
六
話
も
詞
書
を
欠
く
が
、
こ
れ
も
冒
頭
に
触
れ
た
よ
う
に
、
フ
リ
ー
ア
美

術
館
本
「
探
幽
縮
図
」
や
、
東
京
国
立
博
物
館
本
「
地
蔵
仏
感
応
縁
起
」
第
四

段
を
通
じ
て
、「
地
蔵
、
農
夫
に
か
わ
り
て
疵
を
こ
う
む
り
た
る
事
」
と
の
題

目
と
詞
書
本
文
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
水
の
権
利
を
争
っ
て
散
々
に
殴

ら
れ
た
筑
紫
国
の
農
夫
に
代
わ
っ
て
、
地
蔵
菩
薩
が
田
に
水
を
引
き
、
対
抗
す

る
相
手
か
ら
の
矢
を
も
身
代
わ
り
と
な
っ
て
受
け
た
と
い
う
霊
験
譚
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
第
三
〜
五
話
に
春
日
社
や
興
福
寺
に
関
連
す
る
地

蔵
信
仰
が
集
成
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
り
、
本
作
の
制
作
に
南
都
周
辺
の

寺
社
が
関
与
し
た
可
能
性
も
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
）
11
（

。
し
か
し
な
が
ら
、

第
二
話
の
立
山
や
第
六
話
の
筑
紫
な
ど
、
全
体
と
し
て
説
話
の
舞
台
は
全
国
に

広
が
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
南
都
の
み
が
強
調
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

一
方
、
制
作
年
代
の
目
安
と
し
て
は
、
第
五
話
の
舞
台
と
な
っ
た
福
智
院
地
蔵

堂
の
創
建
と
の
か
か
わ
り
が
重
要
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
現
存
す
る
福

智
院
本
尊
の
地
蔵
堂
へ
の
安
置
が
建
長
六
年
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も
第
五
話
の
話
型
の
成
立
に
つ
い
て
こ
の
時
期
を
上
限
と
見
な
す
こ
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と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
本
作
第
三
話
と
同
じ
主
題
を
採
録
し
て
い
る
「
春
日

権
現
験
記
絵
」
巻
七
第
三
段
が
、
フ
リ
ー
ア
本
か
ら
の
強
い
影
響
下
で
成
立
し

た
と
す
る
意
見
も
あ
り
）
12
（

、
そ
の
場
合
、
隆
兼
の
活
動
時
期
で
あ
る
十
三
世
紀
末

か
ら
十
四
世
紀
初
頭
を
フ
リ
ー
ア
本
成
立
の
下
限
と
見
做
す
こ
と
と
な
る
。

　

絵
画
様
式
か
ら
制
作
年
代
を
考
え
る
際
、
フ
リ
ー
ア
本
の
画
面
に
は
絵
具
の

剥
落
や
補
筆
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
検
討
に
困
難
が
伴
う
。
た
だ
し
、

柔
ら
か
な
描
線
、
一
部
に
吹
き
抜
き
屋
台
も
駆
使
し
た
複
雑
な
建
築
描
写
、
文

様
の
細
か
な
描
き
分
け
な
ど
に
、
十
二
世
紀
絵
巻
の
余
風
を
う
か
が
う
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
場
面
転
換
に
用
い
ら
れ
る
樹
木
の
枝
ぶ
り
や
葉
の
形
、
空
間
構

成
な
ど
に
は
、「
伴
大
納
言
絵
巻
」（
十
二
世
紀
後
半
、
出
光
美
術
館
蔵
）
か
ら

「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」（
十
二
世
紀
末
〜
十
三
世
紀
初
頭
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

蔵
）
へ
、
そ
し
て
「
春
日
権
現
験
記
絵
」
へ
と
続
く
宮
廷
絵
師
の
画
風
と
の
共

通
点
を
見
出
し
得
る
。
た
だ
し
、
本
作
に
お
け
る
描
線
は
や
や
伸
び
や
か
さ
に

欠
け
、
人
物
の
姿
態
や
表
情
に
も
硬
さ
が
否
め
な
い
。
十
二
世
紀
絵
巻
の
図
様

や
描
法
を
墨
守
し
な
が
ら
も
、
技
術
的
な
完
成
度
は
い
ま
一
歩
そ
れ
ら
に
及
ん

で
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
点
を
本
作
の
特
徴
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
三
世
紀
絵
巻
の
最
も
中
庸
的
な
作
風
で
も
あ
り
、
同
様
の
特
徴
は
、
後
白
河

上
皇
周
辺
で
制
作
さ
れ
た
原
本
に
基
づ
く
十
三
世
紀
初
頭
の
写
し
と
見
ら
れ
る

「
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
」（
和
歌
山
・
粉
河
寺
蔵
）
や
、
十
三
世
紀
後
半
に
か
け
て

の
作
例
と
見
ら
れ
る
「
前
九
年
合
戦
絵
巻
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
五
島

美
術
館
蔵
）、「
前
九
年
合
戦
絵
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）、「
北
野
天
神
縁

起
絵
巻
」（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）
な
ど
に
広
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
中
に
制
作
年
代
の
基
準
と
な
る
年
記
作
例
は
な
く
、
制
作
年
代
を
絞

り
込
む
決
め
手
に
は
欠
け
る
も
の
の
、
先
に
触
れ
た
福
智
院
地
蔵
堂
創
建
時
期

で
あ
る
建
長
六
年
を
上
限
と
捉
え
、
十
三
世
紀
後
半
の
制
作
と
位
置
付
け
て
お

き
た
い
。二

　
第
一
話
の
画
面
内
容

　

以
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
主
題
不
明
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
第
一
話
に
つ
い
て

画
面
内
容
か
ら
の
解
釈
を
試
み
る
。

　

第
一
話
に
は
全
部
で
十
紙
が
貼
り
継
が
れ
て
い
る
。
各
々
の
紙
に
描
か
れ
た

内
容
は
先
に
﹇
表
﹈
に
略
述
し
た
が
、
詳
細
は
下
記
の
と
お
り
。
紙
継
と
絵
の

関
係
を
確
認
す
る
と
、
第
一
紙
と
第
二
紙
の
間
の
絵
は
連
続
し
て
お
ら
ず
、
本

来
は
こ
の
間
に
詞
書
か
、
別
の
絵
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
〜
六

紙
、
第
七
紙
〜
一
〇
紙
が
各
々
紙
継
ぎ
を
ま
た
い
で
一
連
の
情
景
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
一
紙
、
第
二
紙
、
第
七
紙
の
前
に
は
本
来
詞
書
が
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
を
整
理
す
る
と
、
第
一
話
は
、
下
記
の
よ
う
に
【
Ａ
】

【
Ｂ
】【
Ｃ
】
三
つ
の
場
面
で
構
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
Ａ
】

第
一
紙
（
絵
）：
貴
族
邸
の
表
門
に
到
着
し
た
牛
車
か
ら
降
り
る
束
帯
姿
の
貴

人
。（
図
１

）
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図１　牛車から降りる束帯姿の貴人図２　中門と前栽、門から姿を現す随身

図５　殿上の間で僉議する公卿たち、弓場殿図６　  館を出ようとする狩衣姿の二人の男性、裏門
の外にも束帯姿の二人の男性

図９　閻魔王庁
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図４　屋内の男女、女房 図３　前栽と縁

図８　山道の情景、三途の川と紅葉 図７　道端で喧嘩をする五人の賤女たち

図１～９　Freer Gallery of Art, Smithsonian Institution, Washington, D.C.: Gift of Charles Lang Freer, F1907.375a
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【
Ｂ
】

第
二
紙
（
絵
）：
中
門
と
前
栽
、
門
か
ら
姿
を
現
す
随
身
。（
図
２

）

第
三
紙
（
絵
）：
前
栽
と
縁
。（
図
３

）

第
四
紙
（
絵
）：
屋
内
の
男
女
、
女
房
。（
図
４

）

第
五
紙
（
絵
）：
殿
上
の
間
で
僉
議
す
る
公
卿
た
ち
、
弓
場
殿
。（
図
５

）

第
六
紙
（
絵
）：
館
を
出
よ
う
と
す
る
狩
衣
姿
の
二
人
の
男
性
、
裏
門
の
外
に

も
束
帯
姿
の
二
人
の
男
性
。（
図
６

）

【
Ｃ
】

第
七
紙
（
絵
）：
道
端
で
喧
嘩
を
す
る
五
人
の
賤
女
た
ち
。（
図
７

）

第
八
紙
（
絵
）：
山
道
の
情
景
、
三
途
の
川
と
紅
葉
。（
図
８

）

第
九
・
一
〇
紙
（
絵
）：
閻
魔
王
庁
。（
図
９

）

　

こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
【
Ａ
】
に
つ
い
て
は
手
が
か
り
と
な
る
モ
チ
ー
フ

が
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
主
題
を
検
討
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
一
方
【
Ｂ
】
と

【
Ｃ
】
で
は
、
い
ず
れ
も
男
女
を
め
ぐ
る
不
穏
な
雰
囲
気
が
漂
う
場
面
構
成
に

特
徴
が
あ
る
。
各
々
見
て
お
こ
う
。

　
【
Ｂ
】
第
四
紙
（
図
４

）
に
描
か
れ
た
邸
宅
の
中
央
に
は
、
寝
室
で
共
寝
す

る
男
女
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
向
か
っ
て
右
手
の
部
屋
に
は
、
壁
の
穴
か
ら

寝
室
を
覗
こ
う
と
す
る
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
。
他
に
類
例
の
な
い
、
非
常
に

珍
し
い
場
面
で
あ
る
。

　

覗
き
見
を
す
る
女
性
が
着
て
い
る
蜘
蛛
の
巣
模
様
の
袿
に
、
染
織
史
の
分
野

か
ら
注
目
し
た
吉
村
佳
子
は
、
そ
の
象
徴
的
意
味
を
「
こ
の
文
様
の
服
飾
を
着

け
た
人
物
が
得
体
の
し
れ
な
い
不
気
味
な
人
物
と
い
う
こ
と
を
、
絵
巻
を
見
る

も
の
に
暗
示
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
）
13
（

。
吉
村
は
こ
れ
に

先
立
つ
論
考
で
、
中
世
の
服
飾
に
お
け
る
蜘
蛛
の
巣
文
様
の
典
拠
の
一
つ
と
し

て
、
衣
通
姫
（
衣
通
郎
姫
）
に
よ
る
「
我
が
夫
子
が
来
べ
き
夕
な
り
さ
さ
が
ね

の
蜘
蛛
の
行
ひ
是
夕
著
し
も
」
と
い
う
歌
に
注
目
し
て
い
る
）
14
（

。

　
『
日
本
書
紀
』（
巻
第
十
三
、
允
恭
天
皇
紀
）
で
は
、
天
皇
か
ら
の
強
い
入
内

の
要
求
に
応
え
る
決
心
を
し
た
衣
通
姫
が
、
し
か
し
な
が
ら
先
に
后
と
な
っ
て

い
た
姉
の
忍
坂
大
中
姫
に
憚
っ
て
、
天
皇
の
訪
れ
を
待
ち
つ
つ
上
記
の
歌
を
詠

ん
だ
と
記
す
。「
さ
さ
が
ね
の
」
と
は
、
こ
こ
で
は
蜘
蛛
に
か
か
る
枕
詞
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
笹
蟹
、
細
蟹
と
も
書
き
蜘
蛛
の
異
名
で
も
あ
っ
た
。

和
歌
に
お
け
る
蜘
蛛
の
巣
は
、
待
つ
女
の
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
読
み
継
が
れ
、

『
古
今
和
歌
集
』（
巻
第
一
五
、
恋
歌
五
）
に
も
、「
今
し
は
と
侘
び
に
し
物
を

さ
さ
が
に
の
衣
に
掛
り
わ
れ
を
頼
む
る
」
な
ど
、
男
性
を
待
つ
心
情
を
、
蜘
蛛

と
衣
通
姫
、
そ
し
て
蜘
蛛
の
巣
文
様
の
衣
装
と
の
連
想
か
ら
詠
ん
だ
歌
が
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
前
提
で
こ
の
場
面
を
見
る
と
、
中
央
の
寝
室
で
睦
み
あ
う
男
女

を
、
蜘
蛛
の
巣
文
様
の
袿
を
羽
織
っ
た
別
の
女
性
が
嫉
妬
あ
る
い
は
悲
嘆
の
心

情
で
覗
き
見
て
い
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
衣
通
姫
の

物
語
に
な
ぞ
ら
え
る
な
ら
ば
、
男
性
を
待
つ
状
況
、
さ
ら
に
は
姉
妹
で
一
人
の

男
性
を
恋
う
と
い
う
状
況
が
、
蜘
蛛
の
巣
文
様
か
ら
呼
び
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
寝
室
向
か
っ
て
左
側
に
目
を
転
じ
る
と
、
画
中
の
女
性
た
ち
の
中
で

ひ
と
き
わ
贅
沢
な
衣
装
を
ま
と
っ
た
別
の
女
性
が
、
右
手
で
顔
を
覆
っ
て
悲
嘆
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に
暮
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
剥
落
の
た
め
、
着
衣
の
文
様
ま
で
は
読
み
取

れ
な
い
も
の
の
、
こ
こ
で
は
背
後
に
置
か
れ
て
い
る
琵
琶
に
注
目
し
た
い
。
一

方
、
寝
室
の
男
女
の
前
に
は
琴
が
置
か
れ
て
い
る
。
や
や
飛
躍
す
る
か
も
し
れ

な
い
が
、『
源
氏
物
語
』
橋
姫
帖
に
お
い
て
、
宇
治
の
八
の
宮
の
姉
妹
の
う
ち

姉
の
大
君
は
琵
琶
を
、
妹
の
中
君
は
琴
を
、
そ
れ
ぞ
れ
父
宮
か
ら
習
っ
て
い
た

こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
こ
の
姉
妹
は
、
父
亡
き
あ
と
薫
を
め
ぐ
っ
て
不
可

思
議
な
三
角
関
係
と
な
り
、
そ
の
渦
中
で
大
君
は
逝
去
、
中
君
も
結
局
は
薫
と

結
ば
れ
ず
に
匂
宮
の
妻
と
な
る
。
フ
リ
ー
ア
本
第
一
段
に
描
か
れ
た
、
琵
琶
と

琴
を
各
々
表
徴
と
す
る
二
人
の
女
性
の
姿
か
ら
は
、
大
君
の
死
を
内
包
し
た
物

語
の
、
決
し
て
幸
せ
で
は
な
い
恋
の
結
末
が
想
起
さ
れ
る
。

　

こ
こ
に
描
か
れ
た
仲
睦
ま
じ
い
男
女
の
憩
う
寝
室
の
周
辺
に
は
、『
日
本
書

紀
』
と
『
源
氏
物
語
』、
二
つ
の
物
語
が
奏
で
る
副
旋
律
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
。

端
的
に
言
え
ば
、
こ
れ
は
女
性
の
嫉
妬
や
恋
を
め
ぐ
る
悲
哀
を
絵
画
化
し
た
場

面
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
主
題
を
絞
り
込
む
な
ら
ば
、
天
皇

の
寵
愛
を
め
ぐ
る
嫉
妬
や
悲
嘆
が
主

題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
の
こ
と
の
証
左
と
し
て
、

第
四
紙
に
描
か
れ
た
空
間
が
、
天
皇

の
住
ま
う
清
涼
殿
（
図
10
）
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
い
く
つ
か

の
モ
チ
ー
フ
か
ら
明
ら
か
に
し
て
お

く
。

　

ま
ず
、
第
三
紙
に
描
か
れ
た
橙
色

の
実
の
な
る
樹
木
は
、
内
裏
の
庭
に

植
え
ら
れ
る
「
右
近
の
橘
」
を
意
図

し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
他

の
場
面
に
は
描
か
れ
な
い
特
徴
的
な

モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
ま
た
、
第
四
紙

に
描
か
れ
た
建
築
内
部
空
間
の
う
ち
、

図10　  清涼殿平面図（河鰭実英編『有職故実図鑑』東京堂出版、
1961年より転載）
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睦
み
あ
う
男
女
の
い
る
場
所
を
天
皇
の
居
室
で
あ
る
萩
戸
と
見
な
せ
ば
、
覗
き

見
す
る
女
性
の
い
る
場
所
を
弘
徽
殿
上
御
局
、
琵
琶
を
背
景
に
悲
嘆
に
暮
れ
る

女
性
の
い
る
場
所
を
藤
壺
上
御
局
と
、
各
々
皇
妃
が
使
用
す
る
部
屋
と
解
釈
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
女
房
達
の
座
っ
て
い
る
場
所
が
、
清
涼
殿
の
中

心
を
な
す
昼
御
座
を
含
む
身
舎
部
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
続
く
第
五
紙
（
図
５

）

は
、
公
卿
達
が
控
え
る
殿
上
の
間
と
見
な
さ
れ
る
。
画
中
に
描
か
れ
た
長
方
形

の
机
は
、
殿
上
に
設
置
さ
れ
た
台
盤
が
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

第
六
紙
（
図
６

）
へ
と
続
く
弓
場
殿
も
清
涼
殿
の
構
造
に
一
致
す
る
。
た
だ
し
、

第
五
紙
に
描
か
れ
た
思
案
顔
の
公
卿
達
や
、
第
六
紙
で
中
庭
に
佇
む
二
人
の
男

性
の
役
割
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
以
上
、
こ
の
場
面
を
完
全
に
理
解
す
る

に
は
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
は
あ
る
も
の
の
、
ま
ず
は
画
面
右
半
分
の
主
題

に
つ
い
て
「
天
皇
の
寵
愛
を
め
ぐ
る
、
嫉
妬
や
悲
嘆
」
を
描
い
た
も
の
と
の
見

方
を
示
し
て
お
き
た
い
。

　

続
く
【
Ｃ
】
は
比
較
的
単
純
な
画
面
構
成
で
あ
る
。
第
七
紙
（
図
７

）
に
は

道
端
で
激
し
い
取
っ
組
み
合
い
の
喧
嘩
を
す
る
五
人
の
賤
女
が
描
か
れ
、
通
り

が
か
り
の
人
々
が
、
こ
れ
を
取
り
巻
い
て
い
る
。
や
じ
馬
に
よ
っ
て
情
景
に
リ

ア
リ
テ
ィ
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う
同
様
の
手
法
を
、「
伴
大
納
言
絵
巻
」
子
供

の
け
ん
か
場
面
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
点
に
、
後
白
河
院
政
期

絵
巻
か
ら
継
承
さ
れ
た
作
画
技
法
の
片
鱗
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な

お
、
第
八
〜
一
〇
紙
に
か
け
て
、
喧
嘩
場
面
の
直
後
に
三
途
の
川
と
閻
魔
王
庁

の
場
面
が
続
い
て
お
り
、
全
体
と
し
て
【
Ｃ
】
の
場
面
は
、
心
貧
し
い
諍
い
女

が
地
獄
へ
落
ち
る
と
い
う
説
話
と
し
て
理
解
で
き
る
。

　

堕
地
獄
に
つ
な
が
る
業
因
を
、
女
性
同
士
の
喧
嘩
場
面
で
描
く
例
と
し
て
、

當
麻
寺
奥
の
院
蔵
「
十
界
図
屏
風
」
が
あ
る
。
右
隻
第
六
扇
に
、
六
道
輪
廻
の

中
の
人
道
の
一
部
と
し
て
、
小
袖
を
奪
い
合
う
女
た
ち
の
醜
態
が
描
か
れ
て
い

る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
貪
欲
や
吝
嗇
、
そ
し
て
諍
い
の
咎
で
あ
ろ
う
。

フ
リ
ー
ア
本
の
第
一
段
【
Ｃ
】
に
も
同
様
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

三
　
女
性
の
罪
業
と
地
蔵
の
救
済

　

女
性
が
陥
り
や
す
い
罪
業
を
、
嫉
妬
や
貪
欲
、
諍
い
で
代
表
さ
せ
る
考
え
方

は
、
仏
典
中
に
数
多
く
見
ら
れ
る
。

　

一
例
を
あ
げ
る
と
、
六
道
輪
廻
を
説
く
経
典
と
し
て
中
世
日
本
で
も
広
く
知

ら
れ
て
い
た
『
正
法
念
処
経
』
餓
鬼
品
に
、
以
下
の
経
文
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。墮

於
針
口
餓
鬼
之
中
。
由
其
積
習
多
造
悪
業
。
是
故
婦
人
多
生
餓
鬼
道
中
。

何
以
故
。
女
人
貪
欲
。
妬
嫉
多
故
。
不
及
丈
夫
。
女
人
小
心
軽
心
。
不
及

丈
夫
。
以
是
因
縁
。
生
餓
鬼
中
。﹇
大
正
蔵
一
七
、
九
三
ａ
﹈

こ
こ
で
は
、「
針
口
餓
鬼
」
と
い
う
餓
鬼
に
な
っ
て
し
ま
う
因
果
を
、「
多
く
の

悪
業
を
造
っ
て
積
も
り
積
も
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
女
性
が
多
く
こ
の
餓
鬼
に
転

生
し
て
し
ま
う
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
女
人
は
貪
欲
で
妬
嫉
が
多
い
か
ら
で
あ

る
。
丈
夫
（
男
性
）
に
及
ば
な
い
。
女
人
は
心
が
小
さ
く
て
軽
い
。
丈
夫
に
及

ば
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
因
縁
の
た
め
に
、
餓
鬼
の
中
に
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
」



フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵
「
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
」
第
一
話
の
主
題

（357）778

と
解
説
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
唐
の
道
世
が
著
し
た
仏
教
説
話
集
『
法
苑
珠
林
』
欲
障
部
第
三
に
も

以
下
の
内
容
が
あ
る
。

又
智
度
論
云
。
菩
薩
観
種
種
不
浄
。
於
諸
衰
中
女
衰
最
重
。
刀
火
雷
電
霹

靂
怨
家
。
毒
蛇
之
属
猶
可
暫
近
。
女
人
慳
妬
瞋
諂
妖
穢
。
闘
諍
貪
嫉
不
可

親
近
。
何
以
故
。
女
子
小
人
心
浅
智
薄
。﹇
大
正
蔵
五
三
、
八
二
六
ｂ
﹈

こ
こ
で
は
、
や
は
り
六
道
を
説
く
経
典
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
『
大
智
度

論
』
を
引
い
て
、
種
々
の
不
浄
を
観
想
し
た
菩
薩
が
観
得
し
た
真
理
と
し
て
、

「
諸
々
の
衰
の
中
で
女
衰
が
最
も
重
い
。
刀
火
、
雷
電
、
霹
靂
、
怨
家
。
毒
蛇

の
類
い
の
方
が
ま
だ
近
づ
き
や
す
い
。
女
人
は
物
惜
し
み
し
、
嫉
妬
深
く
、
お

こ
り
っ
ぽ
く
、
へ
つ
ら
い
、
あ
や
し
く
、
穢
れ
て
い
る
。
闘
諍
し
、
貪
欲
で
、

嫉
妬
深
く
、
親
し
く
近
づ
く
べ
き
で
は
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
女
子
は
お

ろ
か
で
、
心
が
浅
く
知
恵
が
薄
い
か
ら
で
あ
る
」
と
し
て
、
女
性
が
抱
く
嫉
妬

を
は
じ
め
と
す
る
感
情
が
、
不
浄
の
極
致
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

仏
典
や
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
説
話
に
お
い
て
は
、
女
性
の
抱
え
る
典
型
的
な

罪
障
と
し
て
の
「
嫉
妬
・
慳
貪
・
諍
い
」
が
繰
り
返
し
解
き
明
か
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
経
説
を
通
じ
て
、
中
世
日
本
に
お
い
て
も
、
同
様
の
女
性
観
は
広
く

浸
透
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
絵
」
の
第
一
話
に
集
積
さ
れ
た
主
題

の
一
部
が
、
嫉
妬
と
諍
い
の
図
像
と
し
て
理
解
で
き
る
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の

場
面
は
、
女
性
に
自
ら
の
罪
業
を
自
覚
さ
せ
る
女
人
教
化
の
役
割
を
担
っ
て
い

た
と
言
え
る
。
自
覚
を
促
し
た
上
で
、
女
性
と
し
て
生
ま
れ
た
以
上
必
ず
堕
ち

る
は
ず
の
地
蔵
か
ら
救
済
し
て
く
れ
る
地
蔵
菩
薩
へ
の
信
仰
を
喚
起
す
る
と
い

う
、
女
人
教
化
・
女
人
救
済
の
構
造
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

フ
リ
ー
ア
本
で
は
、
続
く
第
二
話
に
立
山
地
獄
で
の
女
人
救
済
説
話
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
点
に
も
注
目
し
た
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
詞
書
に
は
『
今
昔

物
語
集
』
所
収
説
話
と
一
部
異
な
る
独
自
の
内
容
が
見
ら
れ
、
こ
の
こ
と
が
本

作
制
作
背
景
に
も
深
く
か
か
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

フ
リ
ー
ア
本
詞
書
も
『
今
昔
物
語
集
』
所
収
説
話
も
、
修
験
者
で
あ
る
延
好

が
、
立
山
に
て
地
獄
に
落
ち
た
女
と
出
会
う
と
い
う
設
定
は
共
通
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
前
は
京
の
七
条
西
の
洞
院
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
女
が
、
自
分
は
若

く
し
て
没
し
た
後
に
地
獄
へ
落
ち
た
が
、
生
前
に
祇
陀
林
寺
の
地
蔵
講
に
二
度

ほ
ど
聴
聞
し
た
と
う
わ
ず
か
ば
か
り
の
善
根
に
よ
っ
て
地
蔵
の
救
い
を
受
け
て

い
る
の
で
、
父
母
に
さ
ら
な
る
追
善
供
養
を
勧
め
て
欲
し
い
と
延
好
に
告
げ
る

点
も
、
細
部
の
表
現
に
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
両
者
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
詞
書
特
有
の
内
容
と
し
て
は
、
夜
昼
三
度
の
苦
し
み
の
う
ち
、「
火

に
焼
か
れ
る
責
め
苦
」
と
「
剣
の
山
を
登
り
く
だ
る
責
め
苦
」
は
二
度
の
聴
聞

の
果
報
と
し
て
地
蔵
菩
薩
が
身
代
わ
り
に
な
っ
て
く
れ
て
い
る
が
、
残
り
の

「
鬼
に
三
六
四
回
鞭
打
た
れ
る
」
と
い
う
責
め
苦
だ
け
は
逃
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
記
す
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
所
収
説
話
で
は
、「
日
夜
三

時
ニ
我
ガ
苦
ニ
代
リ
給
フ
」
と
し
て
）
15
（

、
責
め
苦
の
具
体
的
内
容
は
省
略
し
た
う

え
で
、
全
て
の
責
め
苦
を
地
蔵
が
身
代
わ
り
に
な
る
と
の
み
記
し
て
い
る
。
絵

巻
で
は
、
責
め
苦
の
内
容
が
具
体
的
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
三
つ
の
う
ち
の
一
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つ
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
し

て
、
さ
ら
な
る
追
善
供
養
の
必
要
性

を
合
理
的
に
説
明
し
て
い
る
点
に
特

徴
が
あ
る
。
画
面
で
も
、
炎
と
剣
の

山
の
責
め
苦
は
地
蔵
が
身
代
わ
り
と

な
っ
て
、
鬼
に
よ
る
鞭
打
ち
だ
け
を

女
が
自
ら
受
け
て
い
る
（
図
11
）。

　

さ
ら
に
、
詞
書
の
後
半
部
分
で
、

女
が
延
好
に
こ
と
づ
け
た
追
善
供
養

の
方
法
と
し
て
「
生
き
た
り
し
時
、

朝
夕
向
ひ
て
顔
を
つ
く
ろ
ひ
し
鏡
あ

り
き
、
い
ま
、
我
弟
の
も
と
に
侍
り
、

そ
れ
を
捧
げ
て
、
地
蔵
菩
薩
を
供
養

し
て
、
こ
の
苦
を
助
け
給
へ
と
父
母

に
告
げ
て
た
ま
へ
」
と
い
う
内
容
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
具
体

的
な
供
養
方
法
も
、『
今
昔
物
語
集
』

所
収
説
話
に
は
見
ら
れ
な
い
。
毎
日

化
粧
に
使
用
し
て
い
た
鏡
を
追
善
供

養
の
施
物
に
使
用
す
る
と
い
う
設
定

が
、
女
性
の
虚
飾
へ
の
戒
め
に
も
つ

な
が
る
内
容
で
あ
り
、
本
作
の
詞
書

で
は
、『
今
昔
物
語
集
』
所
収
説
話
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
で
女
人
教
化
の
要
素

が
強
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
第
一
話
に
登
場
す
る
女
性
が
着
用
す
る
袿
に
描
か
れ
た
蜘
蛛
の

巣
模
様
を
手
が
か
り
に
、
そ
の
主
題
を
検
討
し
、
経
説
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か

に
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
こ
に
女
性
の
罪
障
と
し
て
の
「
嫉
妬
と
諍
い
」
の
含

意
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
第
二
話
に
お
け
る

詞
書
の
特
徴
も
踏
ま
え
る
と
、
フ
リ
ー
ア
本
の
第
一
話
か
ら
第
二
話
に
か
け
て

は
、
女
性
に
よ
る
地
蔵
菩
薩
信
仰
を
涵
養
す
る
た
め
の
説
話
が
集
成
さ
れ
て
い

る
と
言
え
、
こ
の
絵
巻
自
体
が
、
女
性
の
信
仰
を
導
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
制

作
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
本
作
の
絵
画
様
式
が
、
正
系

の
宮
廷
絵
師
の
関
与
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
先
に
触
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
本
作
の
制
作
背
景
と
し
て
、
高
貴
な
女

性
の
発
願
や
鑑
賞
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
も
今
後
の
重
要
な
課
題
と
な
る
。

注

（
１

）　T
he M

iraculous Interventions of Jizo Bosatsu, collection N
o. F1907.375a

（
２

）　

秋
山
光
夫
「
作
品
解
説
」『
世
界
美
術
全
集
』（
別
巻
四
、
平
凡
社
、
一
九
三
一
年
）。

（
３

）　

矢
代
幸
雄
「
フ
リ
ー
ア
画
廊
の
地
蔵
縁
起
」（『
美
術
研
究
』
七
六
、
一
九
三
八
年
）。

（
４

）　

梅
津
次
郎
「
フ
リ
ア
画
廊
の
地
蔵
験
記
絵
と
探
幽
縮
図
」（『
大
和
文
華
』
一
三
、
一

九
五
三
年
）。

図11　立山地獄　Freer Gallery of Art, Smithsonian Institution, Washington, D.C.: Gift of Charles 
Lang Freer, F1907.375a



フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵
「
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
」
第
一
話
の
主
題

（359）776

（
５

）　

模
本
に
つ
い
て
は
、
梅
津
次
郎
「
帝
室
博
物
館
蔵
地
蔵
縁
起
絵
巻
考
」、
同
「
公
刊　

帝
室
博
物
館
蔵
地
蔵
縁
起
絵
巻
詞
書
」（『
美
術
研
究
』
一
三
一
、
一
九
四
三
年
）、
小

松
茂
美
「「
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
」
諸
本
の
展
開
」（『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
一
二
、
中
央

公
論
社
、
一
九
八
四
年
）
参
照
。

（
６

）　

錯
簡
や
欠
失
箇
所
の
復
元
に
つ
い
て
は
、前
掲
注（
５

）論
文
に
加
え
、梅
津
次
郎
「
法

然
寺
蔵
地
蔵
縁
起
絵
巻
に
就
い
て
」（『
美
術
研
究
』
一
四
三
、
一
九
四
七
年
）、
千
野

香
織
「
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
絵
巻
（
作
品
解
説
）」（『
在
外
日
本
の
至
宝
』
二
、
毎
日
新

聞
社
、
一
九
八
〇
年
）
参
照
。

（
７

）　

宮
次
男
「
地
蔵
霊
験
記
絵
に
つ
い
て
」（『
仏
教
芸
術
』
九
七
、
一
九
七
四
年
）。

（
８

）　

眞
鍋
廣
濟
・
梅
津
次
郎
編
『
地
蔵
霊
験
記
絵
詞
集
』（
古
典
文
庫
一
一
八
、
一
九
五

七
年
）、
梅
津
次
郎
「
地
蔵
菩
薩
絵
巻
解
説
」（『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
』
二
九
、
角

川
書
店
、
一
九
八
〇
年
）。

（
９

）　

猪
瀬
千
尋
「
絵
巻
が
語
る
も
の
と
楽
器
が
語
る
こ
と
│
フ
リ
ー
ア
本
「
地
蔵
菩
薩
霊

験
記
絵
」
第
四
段
を
め
ぐ
っ
て
」（『
文
化
創
造
の
図
像
学
』
ア
ジ
ア
遊
学
一
五
四
、
二

〇
一
二
年
）。

（
10
）　

水
野
敬
三
郎
ほ
か
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成　

鎌
倉
時
代　

造
像
銘
記
篇
』

七
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
11
）　

矢
代
前
掲
注（
３

）。

（
12
）　

昼
間
範
子
「
絵
巻
物
の
画
面
効
果
│
フ
リ
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
所
蔵
「
地
蔵
菩
薩
霊
験

記
絵
巻
」
第
三
、
第
四
段
を
め
ぐ
っ
て
」（『
和
光
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
三
三
、
一
九

九
八
年
）。

（
13
）　

吉
村
佳
子
「
フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
絵
』
に
つ
い
て
の
一
考
察
│

蜘
蛛
の
巣
文
様
の
服
飾
を
中
心
に
」（『
服
飾
美
学
』
四
三
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
14
）　

吉
村
佳
子
「
蜘
蛛
の
巣
文
様
の
展
開
│
中
世
に
お
け
る
」（『
服
飾
美
学
』
四
一
、
二

〇
〇
五
年
）、
ま
た
蜘
蛛
の
巣
の
料
紙
装
飾
に
つ
い
て
、
四
辻
秀
紀
「
伝
後
円
融
天
皇

宸
筆
「
新
撰
朗
詠
集
抄
」
の
料
紙
装
飾
に
つ
い
て
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
四
三
六
、
一

九
八
七
年
）
参
照
。

（
15
）　
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

今
昔
物
語
集
』
四
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）。

（
付
記
）

一　

本
論
文
は
、「
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
課
題
設
定
に
よ
る
先
導
的
人
文
学
・
社
会
科
学
研
究
推
進

事
業
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
（
グ
ロ
ー
バ
ル
人
文
学
：
日
本
文
学
・
芸
術
・
思
想
の
普
遍
性

の
探
求
）
絵
も
の
が
た
り
メ
デ
ィ
ア
文
化
遺
産
の
普
遍
的
価
値
の
国
際
共
同
研
究
に
よ

る　

探
求
と
発
信
」（
代
表
者
：
阿
部
泰
郎
、
二
〇
一
六
年
〜
二
〇
一
九
年
）
の
一
環

と
し
て
、
二
〇
一
九
年
三
月
十
八
〜
十
九
日
に
、
米
国
フ
リ
ー
ア
美
術
館
に
て
実
施
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵
作
品
を
通
し
た
日
本
絵
も
の
が
た
り
文

化
遺
産
の
発
見
」
に
お
け
る
作
品
調
査
と
口
頭
発
表
の
成
果
で
あ
る
。

二　

仏
典
の
引
用
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
出
典
を
大
正
蔵
、
巻
、
頁
、
段
〈
ａ
・
ｂ
・

ｃ
〉
と
表
記
）
に
基
づ
き
、
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
経
文
の
探
索
に
際
し
て
は
、

大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会
（
Ｓ
Ａ
Ｔ
）
作
成
「
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
を
活
用
し
た
。


